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表紙写真・

1969年8月18・ 19の両日，フロリダ沖を北西進行中

のハリケーソデビイに，それぞれ5回づつ沃化銀の種

まきが行なわれた。種まき終了後，数時間にわたって

中心付近の風速が著しく弱まったと報告された。表紙

写真は静止衛星 ATS-IIIから写したデビイで， 20日

の第2回目の種まきから約・1時間後の姿である。特種

の映像再生法を使って，雹の反射のコントラストを強

めている。この方法は人工制御実験の影薯を観測する

ために開発された。



11米科学協カセミナー

熱僻性積乱 雲 の気象調節
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「熱幣ヤI・．柏乱‘よU)気象111,l,ji‘!『i」iこつし、ての II 米科 '‘i•’:

協」）Jじミナー(t, 2Jll511ルヽら 4l l |ill， 米I叶フロ

リダ9•I•IV' ）、＇（ I' ミ IIiで1ill催さ4した） lヽiセンターの

炉Ill ・！‘娑1iJr1こを1ヽ11 1ミ：こ， 気象{i)［の北1;{,li,1訊jIililミ，

如以入炸 ・小野兄IIhi博 l-:，北大の孫野lぐ治教授，

九）(0' ）」1Ull 以•教投そj しに '`l笠者の 7 名からなる I I 

4< f t人1ヽl|；，t 13| l ll’.’l. ・, 1 1 [li叶蔑c-;J;JIllを！1,1発した、）
現地11、1i=11¥ Iし')1]11朝， ロス／ンゼILスで、r （アミ

f JさU)i史をi!iク）あし、だ， ．f ［ lょ31l州i(}）地店(})’|・,';・

やIt あ、）し＼＇）にカゾl ヽ•)1こ， ‘1；'-i孔砂），ん）占や coffee shop 

c}) 1'; L (トレ―J、：こ‘りII炉の校椋をさし、たが， 想像し

てし、たf1位）シ！ ・ク itう｛｝てし、なかグ）た。 ｛りち11¥

間かかなりあ•)t砂＇）こタクシーに分乗して被 '1りの

大き1Jヽ ）た場1ili屯でfi・ ・）て•//.. tうとしたところ，

そU)よ・］なIりid）交通1叶‘!『は：悲し、力、らどのi立で（i:復
ベさる1）、分力、し、）／はし、と 1; J材し，あさらめた。

11 iりこロス／＇ンゼ 1L人をたら， 午後 811、lf頃， マ f

アミ：こ沿し、た。 11 •I 立，、リケーン研究 1叶 (N HRL)

の Gl'nlry)り[Jミカ、、急恥(})にめ，（しj）・）て秘11 :’けの

fallinger氏が出迎えて くJLに 疲オLてし、たので，

布迷から我々 v')'fi'i舎でもあり会ぷ場でもあるコロ

ン‘/ミ`スホテ ,L (''j'.し＇11)に直frした。

マ（アミとし、え（［迎‘)涎地として行名なマイアミ

ビーチを連想 j→るか， この．．つは全く別の都巾-で

ある。 1,lij I Iiのあし、だにはビスケーンi；府かあり， こ

こでもiiりが氾さJしてし、ると恥ヽでし、た。 我々の部

l ・ l‘,・. :!)、l。)-、'（ I＇ミビ ーチiiiv')、1、ナ ,Ljt ‘|●：が l` ＇I~ 、+＇ 1ll:U)よう

! :＿み、えIら 、1flI 111JiJ[^、り5人（よマ（アミビーチで‘|ピ

11をすごしにカヽ， 私と勝1ぶ｛博 I ~ と lt見物する機会

を失・，／こu •、, (,・ミビーチ 1|iで（よホテルがたちす

_-t -こ、過 ‘Ii ：成 争•とし＇），こと） どl、tし、え安1V／ヽili・、/も •i1'1 

* 1 ii団）JWI氾I.i
92，及；，h）nlodiimti9)n, -Kf l'ぶ知饂もるし、は人l.ilil御Lし、．、沢，諮，（史 jヽれてし、る しかlmodification,-:.t、本来， L.i."-る』:l、,0、味，もl、I)・ぷ
り．厳洛，こし、，し閲節 ladjustment） とか制御(、control)とら、9)• I d) f む<, 1足 1c ↑: h : t.:. r/) t t 1 J f,9 ｛一ケーし• Iノと，1}＜ーと1-rる

50 ~75 卜•I L も - Jーるそ •-）で， や（より）ゞ 金1.I［だtJ-U)ff

／）り「らし

マイアミ 11 i (iダウンクウンの111心部：こもみ、-]1£ 

、建物があり ， あ市り柄のよくなし、人辻が歩

し、てし、た 梵I)し、たのは‘)ぶし、ことで，こ4しには1判

気(I火火から 1l本の初以を］’”、相してし、 →た

ところ，つし、た 11の喝ぃ：i）Iなどは通りをし、＜人逹it 

外Eを 1、(iこI)-' /1 jをすばめてし、るでitなし、か そ
の後， IIごとに気温は 1．．がり，会［義の最終liには

貞以のよ ・・）な暑さとな ）に

らし

I― lした

Iセミナー）成立のし、きさつ I

-11乍年の作れ， わが1110)氣象晶lt!,1‘j{,)［究の実I行を

謁べる Il i'l'、)で Denver)ぐ学の福Ill教授が米IIしに

このとき ‘'iセンクーにもヽILぢ，がり ， 気象111,',j節研究

のすす：：ふ）ぶこつし、て我々 と請し合 ）ヽた， 1'11}米後，

彼(t、Ji=I I I JiJr 1ミにノ、リケーンと台風の人l』lliill ；こつ

し、ての 11米協））セミナーの間催を提条してきた

センクーては旱辿， 氣似I!，］節 l.り1111委ii会のメン ，S

ーや気象研究Iili0)関係者も交えて相淡しに。 その

糾凩， II 本の研究者,,,~,の現状と過よにお；J-る1即l辿

間凶の研究‘よ紐からし、 ）て，台風伽liillを比げたセ

ミナーをllll催するのは無l:Il'であるとの給釦こ逹し

た．、そこて，「柏乱‘よの人 l．．制御」 あるし、it「気佑

調節」とし、う テーマはどうてあ／）うかと（り：I！答した。

こJしに対して米II:I(llIl(i， このセミ J-ーは将来，、リ

ケーンや台風の人 1．．制御の足かルヽ ：）になるヽ さヽも

のてある力、ら，何らヵ、の形でそ）しを11)1ぷしたし、と

l :．り1〈し，糾），,),「熱爛中日孔乱‘.,’;U)七ディフ fケーシ

！ン」＊2 とし、う‘桑が採訳さJlた・h(J・である、 II米

I•1% ) jセミ ーJ--i i, 1 1 4ゞ＇］・・・{IIりり八I}l!：ミと 斗~II、1f :I'］,9. ！！ 4 | J1 

- l -



(NSF) v>，あし、たでi]なj刈して＇4 るヽ 11米科学＇協） J＇li

文(.))・＇）こある l1•-． J.いこセミナー 1lij(il' の提寮がだ

さ4l に (I) 、ク • 11'1 ：松 ， 提条が 1lぷ忍さ j したじ）が 1 2 JI、は1）、

h L l―ぎ c・:')）に 参加れか決 t.，l.:U)は 1JIに人
）てヵヽ．•）-しある。

こじ）ヒミトー，こ！！Ili !i jーもところ：よ 11米間で少々
し')I、II.：カ・｛＇））に K•-I だ J 米11 、~1iIIIj ；ょセミナーである以

I・.，あく tで'‘j:：iI'） ［Iりな発人と{1i内の場とりぇ， 11 

闘！Il:tこし')|::1狐こ代1して())今後のll米協）J休：I／1]じ）

"、jIIk, -l!IIりした そこでj刈LわJ.t:J:liJf‘先発｝くと：t 

別：こ，「今後じ）II米協力につし、て ())j芯条」をあら1J、

L 'ヽ／I~心：し ， t -— j し：ーーも允分；こ 11.1il:：l，ヤと ．，てく jLる

K..） l | I L人ILた， ね：こぶん 11 4ゞlIIIlfし人1ヽIIし＇）メン，：：
ーガ、；1し定してヵ、：＇） II,i発t•rじ）期間があ t,) ；こも短

<, j.1，参しに英文の提冷：I I : |.tオ）「iJ',)）|lり1::l；こ1:J｛ら
IL／こメン，;.:こ l'て作成さjLにものてあうた3

こ~うし、·.）＇ 1i’|．1りもあ，て，マイ I’ ミ：こ到ふした1.：li)l. 

t t i cも・・）し、 i)ど1)［本を検II·l した (‘II• I,'［ 2）． ここ

ぐ和'1しした＇条と NIIRL 0')人：こ'li[i/L.rク（フし

しこも、．）し、，l＇虻{lilll()）J Lーも竹らせに 会，ぷ 21 1 

11し＇）歓迎夕 fど，、← ／二 f())あと， Chicago )く学の

Ii茶Ill教jょ．I）(＇IIVl’r)ぐ/:v'l t1'1¥ 111教投，NewYork)く

ザ：じ））(II I教投， 、とJし；こ＇，i¥者,))4人ヤこな[i,，大してし、／こ

と・./,, 11 lfl!ljoJ)j足杢：こと品、が進な， （Iし^］： iりぇ．

｝」やJ..:.J島）、占、ーし1り改iこliil近li)、あることを柘拙して

＜ ｛ Iに 、：＿ここ ， l→”ぐ：こ部1外；こり1さJI<， •(j 」’↓ 9)A t 

にり111・.lt[i,,11,1,Jl'lr Jミ内，こも集 1'グ、てもらし、， 白仮

111 rズカ心ヽ ，て II 1、fllllv）拭茶を検II,jし、9:：」iした
米：[1.1ズフいシ` 、1 クトをJこ.イト）屯＇隠しヤ米ら』しに 1條Ill

・ J-:1 I I ・ t/1'1 1 1 | U) 3教投；J:,米11、Iの研究シス fムあ

9,9し、：よ研究似条 (propos:tl) UJf I・ Ji,こ粕通してj)．

らAし， i皮等',))UJJI,・: J: JI'fr;:こil, i1,t9 -、r ぁ，た 最終II
U) I I斗<11位）JU)ノri妾、())しありヵ、／こ：こ／つし、て 0)911［し合し、
が•-） tくし、，、たのも， 米11、liIIII(t }くとして参加さJし

に31し(})l!JJ)J：こ k;,'.)とこ，りが大き力、，／こ。

会，ぷの内容

会，＇んのフログラム iJ:次のようこあ，／こ

2 JI 1511一午前i: II米（し人者の枚拶， 柏玄お J::

〇他の小スケー 1l現象0)モデIL,16| l一午・Ilij：柏

9」、.())州）・・タト‘人！！痰 ／`1・・後 ：熱幣性暴1弧1.I.I0) ！’i・外＇よ験 ，17

I I -I I •前 ： ；iij. i ̀(h) f究/i/[お J::U IK I)K館の見学，’,・.後：

11:j立，、リケーン研究/i/j 、、リケーンセンクー， 尖

険匁恨研究Iili,J叫， 1811-'1'-,i¥i: il!I]悩お J::びr1)li!！ll

1文術，11•後 ： 」：(/)微物 J’ 1 1 と','、．））学の til l,:j'J:)I],セミ

ナー終 l'の杖拶， 午後→夕 ：今後じ）II米協））｛こつ

し、ての協，；汲， 19 11-E¥'ergracll'j1.j立公1，；し1じ）l．昌物

19 I l ：こ j'・定さjしてし、に協，ぷ；tん）jv'）都合こ， lH 

i I:こ繰：Jl・.tfらALた

切IIU) I I米代人のスヒーチ，こは 4 名か］りしさ」 L

てし、たのであるが， Gentry tり1：力、がi2以欠），9；¥,

SFのII米協力市叉，渫H:もII 1ゞ側から1,1分と111]し

立場の人が：I I11,’けしてし、なし、とし、．うことて辞退した

ore・, r,・,,1Ill教投（米II・l illIl) と．'i'I11 ii/1 k (11 +:(1[11) 

叫虚さjし／こ，

こて， セミナーの ・番T心してイよ場したd)：叫l

ダ←1ク・）l・Iヽ』／：鉱ill1・・｝［大学U)（）rv i l lc教似 C，ぁ，／こ

彼じ）発｝、1よ’|i gii 力、•) 1 1本1¥ ｝＜I lIしこ強し、「ll恨六,I]・/く

るも 0)であ）に彼1 よ」、•t'191, |；：f IK i・ I9／・(・,史;--I t妙

l.・) (/) I戊J<t ←rとり人4Lて， 柏，「，L丈J) ．．次几数仙
モデIlを，；I籾しに。 その糸，＼出： tプノ＇ソンが｝、こ ‘I［し

だど4し， こら；こーノ fILム：こ納・りらAlる 会場ズ彼

（［そのフィ 1lムを‘1iして hせに仙II(ll ；こ）；ヵ、発4:,9

成」こする べ＇ガ、て 1.I •I 足がなえ ， J 也 I ·・；こ泣する 」、

(,')ffj 1-.:tカナトコ状：こ拡がりに 1・, とし、，／こ、状態

がちに力、も丈U)駒どり‘1i貞,j:．＇人/Jごとく：こ‘1iしl|'1 

さALる' ()［のモデ1l(J今ある'4'翌）放雁l.LアIld) 1 | I 

--も，ともt及Kiiこ，丈際、こ近し、 (realistic) とし、”.)

定，,'Iりクヽ t）へ．）、クヽ ，t ::_;しく＇とじ）通、） t・ とおも・・）， クK

怠なガヽ ら， 1 III L'｛ I..、I,を1| 4＜，こし、てやること1.J:t I 
ィ ~11lf1l・しあ／9).•) , iI[ U)，11「， こ：ょ， ．、）し')-'、,;') •発 1| ・し

てヵ ， ら I) ナ 1• -..1 -:} ｀ ! 1，1来るtこ， ’j;|名:し＇）よ'、.01J:l(）分～

1 11.'Jil¥l u)フロセスを，；1り;i.1・ るじ）：-, CDC 6600 C 

1・数11.¥|ii1 J)、1)、るとし、..) ,，1’ii l如＇）伯料 it及人こあ

,J, 11本の研究者0)1!f, -C Iv、/、］ ］．．'¥;iズltとても..:.

J) J:: うな，；- I •]i. ｛ J:、rき、ばし、

I III L | 1 U) ／1 •後，係 l'i’· 教投： J: 「 ‘·I;•4'、．c})I「［直梢込」

：こ＇）し、て発｝くしに セミナーの名称からし、ノて，

この，，伺文のク（トルは ・見，場らがし、にみえるよ

—') -



←>)ではある力し， ノ、リケーン伽]il!l研究におし、てlt, 

9」、.(])I I Iての水品核数に対して水lIII＼あるし、（よ吋］の数

をli1,ijヽ ヽることは）ド常に人り）なのである 1改， こ
0) 1ニミナーで{t他にも贅‘4ビや）k，III＼に関する t1i：りが
幾✓ )ル、あ）に， この Il, 、IJ・：山1叶長，近藤4ヽ'.Jこ共怜

の「台風：こ対する浙I(1 iからの,::_ネルギー袖給」 も

発表さ~ Lた， 11,li白し、／フローチだと評価を、う i}た

が， ）く"i%|・籾機を駆使できる人達との Iヽンディキ

＼” /フを感 Lこ:せら4した。

21111v')テーマは野外実験であ 9 )た、jJ¥|11教授

0)「'，枚水；こ Kくぶi)、． 0)モデ fフィケーシ｛ン丈験」

ゃ，Woodley卜'}I:o) 「熱爛••VI : fli '」、・ヘ 0) ） )学：［ l ＇、）fll t 
ゞ 0)糾果」， Gentryhり1：の，、リケーンデビ (0)柿

まき＇娼知）料果の罰りなど， 実1歴の実験鮎東の科

、学的検II‘ld)tIl ?；•もあ．、たが ， 他）jでu:実験註訓に
閃するもいもあ）た、 とくに後者では 11米の入＇．を

.j,'ri！ぶこ：せら，！しる、1!、しが）くさか¢）ーたので， このうちか

ら・‘(、 I~ダ大 ‘,;::u) Berry j・1.1f l:U) 「fliよ系の‘」：の野

外実験」とし、-~） ‘t1灼りを紹介してみたし、。 似の請は

）＜風昌放をひハげナぎてしヽると息、オ刈しるふしもあ

るが，とにかく現（［あな またはIJII発中の観澗悩

械お K 研デーク処 l·l|［システムにつし、てであ•)た。

ひ｝、う丈d汁ijli!！IIシスナムを＾例にと心と， 観澗機

がひ t.・).」:rJ̀）屯わりを飛んで戻・）てくる頃にはす
でに，ひ r・-） 9」、.1j1u)合水址 （レーダー）又射強1以）

の分布， 観澗機のJlt跡おkびこAしに沿ヽ 、た風向，

風速の分｛りを収ふたフィルムが1111米 1•・．）てし、ると

し、うのである ・！『まえ主でit，この嗚伽こ収め

らオした）戎果を得るのに， 数 1斗父ものレーダー‘lf貞

とJltf J機 の(、91:ii]をll.＿ii'{l：に追跡するのに必要なデー

タを解析しな｛｝れ； ［ならなかへた。 さらに観測狩

料は令く人「を経なし、て， コンビ上ーターのII l1)) 

として， ．：次元191勺見収 り図がでてくると 1.,ヽ うので

ある） こALii、Kラでitなし、0)であ、）て，現在，幾

つかの研究 ク..ILーフが共I11]で1}tl発してし、な この

発｝く、こにし、し 、「ひ tう＇」：・ -っと糾掴lするたび：こ何

I’I. ）j 卜•• IL (（llr位：11I)イ！どうつもりヵ廿 とし、う l!f.I勾め

し、た発 1［もあ、、た

.II. ・後0)会議で(1/j泰1111・1.'lL・カ・》被'11[ 0)利度ヵ、らi/i: 9)  

た糾しし 鼠 のスケールを発表しに「このような{i)f

究は肋災センターがやるにふさわしし、ものと思、

う」と，あとで、1J:l l l/ilik iよ感心さ4してし、fこ） この

II' 最終11:こ予定さオしてし、た北1;1,i]fiし111}..ii文辺利l)、：

に Kる「）く＂札台風の氣(I’;_、学：」 か繰りあ1-f発人：さオ L

たc 太'I'-;'(.I・．でf;-1応）tir1 tさ実験ヵ.f Jなj刈しる場

写l'l3 ＃財HIけEI外にて 観測 I ィな I人る •1 I 

合を杓應して晶lヽくらjしたものであるが， グ I'ム，1;,1j

付近力、ら北 I・.して 11 4¥. iこitあ屯り近＇，がらずに東） j
fr I・.による台風だ（｝をlli..りあi「たに、＼＇） ， 発4:．|III数
が少なし、。 こオしではj)ざオ）ざ太平:i‘(：にII切ヽ し｝る必

製もないと， NHRLの人泣itが、＇かりしていた。

17 I Iは見学 11であった 早点）1,ホア 1L|］りに集・合，
3台のI|i．に分保してt-fNOAAの面‘(:(i)f究所(‘Ij'.

真 3) にし、<J /〉は仮住し、で，新）i:舎は水放節の

すぐそばに建染ljIであ 9)た。 水｝）欠館では，K＜ llllI 

糸束さオしたイ Iし力やクジラのシ！ーを見ただ（｝でllか

間となってし主）た。 午後i土，マ fI’ ミ大学：HI『内
にある NOAAのハリケーン(i)f究所 (NHRL),,

リケーンセンクー (NHC)('1/真4)'丈験気家(i}f

究所 (ERL)を見学した。 これらは特， 1IIlL仕物

に収tー）てし、る、 見 ‘•;{|l 、lf間のほとんどをセミナー

窄で過ごし， スラ fドを使）ての(i)［究紹介に1lllき

し、った。 どこでも11、『間かオー Iミーして，後のスケ

ジ L - /Lを気にする案内者はやきもきしてし、たよ

うだ 研究者）↑1の似さとすはらしし囁＇対 11/iに感心し

てし、る-‘）ち：こ，早や611、IJ'とな，すた→

この夜，参加者仝且は Dr.Gentry'むのディナ

←ーに招か才した 彼のlII夕むはマイアミ 1|i郊外にあり 、

大きな 1、I家）llフ一／しもあグ）た。 食訓のひととき，

彼（よさ主さまの果樹が柏えられてし、るiill「I慢のI廷

、ゲ l•[ - 1 ,、 I) ケーン ・ヒノ‘’一見学
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を案内してく4した（＇I[貞 5) 年,11なにかしら食ヽ ．、

ら4しる果実がな・ lてし、て楽しなとのこと 貨昏J)

l牡ご， 各人す Jめら4L I5 t,t ！こすレンジや金柑を

もぎと，ヤ、訂llkしな力、:),歓，淡しに Dr. (;entry 

（よ快泊＇ぶくて~， 30名{Iどし＇）招 i~ j:‘吝か幾')カヅ） r •— •I 

IL ：こJ）i/)、4し又はし屯ヽ）にディナー，、一 1・-ィでの飲

互物iよジ t 一人だ｛ ｝）珍らしくアルコー IL分のt
，、たくなし、，、ーティーであ、た

最終11rJ) 11 ・・泊I11(t, 福 111 教授の 11·] 会て fi茶 l)は 1• 1『 I.．

と喰者が発）<,コーヒー（木な後， r-111¥III教授と小野・

博 1：が発人か{i.，、た r,'l'1|II教枚it II. ·後にも発｝、•し、

主るで11本人(l)［究者の11の感があ 9)た, ~ U) 11発

火しに111'人ii (［外経験 3年以 I・.．とし、・う者(fかり

て，処，｛，I0），1、1,，何もほとんど不I’II hなくできる ち

とて1,1］会のi文拶のとき，Gentry [•.1l I;は「11~ゞカヽら

0)客人1)、1i伯楊：こりふ，/'iを直『すのに ：i：＇!？ろき；欠がらも，

主に‘Ii烈、U)tぅ：こ」）Al jっ4し（よ、也、 ）てし、；ふ， し力、し

我々が11+-:::―し、 9 )ても 11~ゞ 11{，iて発人すること (t 仝

くがII]了祀ごある こし＇）ことをあら 1こめて灼文i}i! r 
jし： t、ばら，ばし、 j」と述くてし、た

こd)| | c'）＇|. •後d) ・ヒミナーで (l Gentry tり;|．・が，

もし太平il'；、・f ;-J咀lU)f1f1主さを Jる場合， グアム，l，e,’j

と沖縄を Jよ地と l→ると阪、しして，li.I•IIhi 寮ヽヤ /l11 した

こ；ilはセミ）ーー終 l’ 後の 11米ll'il叫）］・(J'I0)ときにII¥ l 

閻こな•＼たが，糾），，｝「グアム，1,］りを出発して台風に

Hri tさをしたfiliり環がもとのJよ地；こ ,JI返すより
（よ，沖糸冊l:こi（i|;、だしに；tうが良し、場合がある」 とし、

うことてち）に

II. •後 '.111 、1i！こヒミナーit終 l’ した 散会‘化，『のあ

と米I1,1 HIiiからじ）参加者の大部分は帰途につし、た

11 1ヽiilIl(t（し）＜1ヽJI 7 名令•L i， 米IKlillIIから(tNIIRL 
し応 FJ叫係者，そALに福Ill・大II 1111,]教投が残

ー、て， ひさ') ✓ )き:~ 11、lj:、1'：から今後の協））休制につ

1ヽ‘-cu)協ぶ：こ(t1.ヽ ）ヽに Ii秦Ill教授はill'ドがあ）て

|）り11；こマ（アミを立た4してし、たが， 協力研究が発

足しに； t村、 ‘G')投助）j法につし、て， かなり具体lv、J
！こ Dr.GentryにIll「jしてし、'..,てドさった

11米協））U)今後のあり）jを、＇） ＜‘'、）て

// 111jじ）セミートー：i， 1 1斗<|::|］t|、力））しこ kる，、リケ

ーン ・台風の七デ fフfケーシ｛‘ノ研究の出発、1,li、

である 研究成 1北の発火だけ：こおわるならit，何
も11 4<（llllから 7名もがはる(tヽる出か；｝てし、＜必要

はなし、｀かんしんかなめの今後の協力のあり力を

ぷ勺<‘ヽ ）てJ)III「jし合し、｛よ，jfl；・終！ I0) 3 11、1f'I‘・．：こ始 t(), 

机j/,._ ：あ；ケヽ：）し')Dr.Centry ;こ(t気し'),liてあ ，/:ーが、

仮U)711¥:・tてi加：｝ら，iした）

叶議（よ［l本間があら力、し・ぶ'))ll認し叉し、／こ「11斗'

科学：協力の将米1;I・|lhi'条」 ：こ沿 ヽヽて進わらAした，屯

ず、「熱： i ：； •I •' 1 :．低気 1 |：をふくむ利i'よおよいfll•よ＇、・系 U) ．1.こ

ーテさィフィケー、ン ｛ン」 ｛こ杖l,}ーる l1米協力研究ヽ ヤ，

/11,米A1; L 4ゞ年度力、らスタートさせるたふ努）） ｝る
とし、．ー）ことカ•..；）[・ }、')ら~l /.: 11l,j 11、lO) （i)［究'lf1打を名）屈

し， 、liにが1、‘；こ」g: ｝た i-ーマと力、！）淵i/ l /.: ［ |．＇|'1・.を
し、ほし、し、<•-l-．むとし、うこと―‘-, i) '. ，ビ」、こ• し、：日 l ど

もこの店i名が選ltA t ／こJ)（）ごある

次にli¥l！直：こな 、たのit， 米11̀11llI]カ・1972年の反力、

秋；こべ）りたし、と希t'.月してし、る 1Jlj太‘I'I、i.iーー、お（｝るfr 

風＇）；験をどうするかとし、うことてあ ヽ`，芦数年・t

え，マニラでの ECAFE会議て米l叶がこの出111|か

提案したとき， II本(IlIjの代人の猛反対にあし、， こ

のため極東晶I1,1の11Iには竹狐六，，KlーるII、Iもあ C ，た

のに‘);I地でさなし、でさたとし，・` )＇ li1‘lli；ヶ、あな なU

太平ifI・．でやりたし、かとし、うど， ＇）：険対({くとなり

得る合風の発叫III数が，、リケーンに比ヽぐご JI;‘iit：こ

多し、ことガ、あifらオしる， 、、リケーンヘ¢)帥 iさの

丈験1;I Ilhi i t1962年以降， 1Ij．年たてら」してし、る：）・、！し
ども、 41『年の，、リ 'rーンデビィてや lと2度11

とし、．＼状態である NHRL 力｀•‘1111\j --.:／ことこ／）、グア

ム，1,．1)をJふ地にすjしit1年に2.3度J)チャン人ヵあ

るとし、冨`） ）ただしこ，！Li t，米II、Iか，、リケーン‘必験

：こ対して決めた安令Jll；準を採）llした｛ ［あし、d)こと

ぐある（台風り）Itあ'.、it‘11然， ＇、リケーン：こたし、

するものとは追・）たJ店準を‘，塁），¥:.:J-4t(fならな

し、 気象学：者がきふた安仝Jふ`i化を111:|iilがすなおに

納得してく jしるかどうか( fif（まきをした台風が接

近した，l|．．腔して， 災‘，片が発牛した場合，実験(}.)

せし、；こさオしる恐』しがある 111:の1.11に！よし、し、がかり

を1 }て1議り｝よう としたり ， トラプILをおこした
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がる人種もいる。米国でも気象調節フ・ロジェクト

がこうした人達に悩まされることが時々あるとい

う。これが政治に利用されると大問題である。 と

はいえ， こうしたことを恐れて絶対反対の態度を

とり続けていたのでは，、 いつまでたっても台風制

御の研究は進歩しない。

わが国の気象災害をみると，何といっても台風

による風水害がいちばん大きい。 ところが，その

対策となると経済大国とはおもえないほど貧弱

で，台風研究への投資は微々たるものである。南

方洋上に発生する台風の観測にしても， いまだに

米軍や米国の気象衡星に依存している。米軍機に

よる台風観測の目的は，台風の中心の位置と示度，

最大風速の観測にあり， 台風の構造を調べるため

の資料は得られない。米国にはそれができる気象

観測機が何機もあって， ハリケーンの研究に使用

されている。 もし太平洋での実験が実現すれば，

当然こういった飛行機がやってくることになる。

そうなれば， 今だかつておこなわれたことがない

ような詳細な台風観澗が実施されるであろう。台

風モディフィケーション実験を拒否することによ

ってこのチャソスは失われる。，

台風に沃化銀の種まきをしても果して大丈夫な

のだろうか。節者の考えるところでは， 1969年に

，，ヽリケーンデビィに行な？た程度なら，人工変化

の影響が消えるのに24時間とはかからないと思わ

れる。従って，上陸の 3日も前にやれば，実験の

影響はまず残らないといってよいだろう。熱帯性

低気圧の理諭も非常に進歩している。人工制御の

研究は， 野外実験を必要とする段階にきている。

かつて日本が猛反対した時点とは事情がかなりち

がってきた。今回の話し合いでは，米国が台風モ

ディフィケーションの実験を太平洋上でやるとし

たら， 日本はそれをどのような条件で認めるかに

ついて， われわれが帰国後に関係者と相談して決

めるという坂りきめがなされた。

I会議を振り返ってみて 1

この会議は学術的報告の発表， 討論の場として

も成功であった。このことは寺田所長宛の Gentry

博士の書簡からもあきらかで， 彼は「出席した人

達から未だかつてなかったほど有益なセミナーで

あったといわれる」と書きしるしている。今後の

協力体制についても気持よく話し合いがすすめら

れ，前節で述べたような満足できる成果を得た。

餌度のことながら， このセミナーでも日米間の

差をいやというほど見せつけられた。研究費の額，

施設や設備， 研究者層の厚さなどにみられる差は

大変なものである。 この差が頭脳流出の原因にな

っていることを見逃してはなるまい。 これからや

ろうとしている事にしても， 日本とアメリカでは

スケールが全然ちがう。実現性の薄い大風呂敷と

して日本ではまだまともに取り上げられないよう

なことに， 米国は根拠をあたえ，着々とその実現

をめざしている。 このままでは，日米の差はひら

く一方であろう。

米国側からは研究所の長といった立場にある人

も勿論のこと，日米科学協力事業課長の O'Connel

気象調節プログラム課長の Wyckoffも出席した。

会議のあいだ終始， 熱心に聞き入っていた両氏の

姿が印象的であった。 こうして科学技術庁あるい

は文部省に相当する NSFから，研究費を支出す

る責任的地位にある人達も会議に出席して， 研究

者と接触し， その能力を把描しようと努めている

のである。

謡辞 この会議を成立させるにあたり学術振興会

との折衝，連絡に奔走され，準備に御尽力くださ

った当センターの小沢行雄異常気侯防災研究室長

に深く感謡の意を表したい。

111111111111111111111おもなニュース111111111111111111111

◇ 大型降雨実験施設の建設はじまる。

筑波研究学園都市に大型降雨実験施設を建

設することになり，その起工式が1月20日に

おこなわれた。本施設は斜而の豪雨による侵

食・崩壊等の機構を実験的に解明するための

ものである。

◇ 新庄支所庁舎完成

かねて建設中の新庄支所庁舎が完成し， 2 

月6日落成式を行なった。

◇ ロスアンゼルス地震おこる

2月9日，ーロスアンゼルス北郊にマグニチ

ュード 6.5~6.6の地震がおこり，かなりの

被害が発生した。寺田所長は日米協力気象調

節会議終了後，被害地域を視察した。

◇ 地震予知のための深層試錐を開始

深層試錐による東京付近の地震活動に関す

る研究のため，埼玉県岩槻市に 3,500mの深

井戸の掘さくを開始し， 3月8日その開坑式

を行なった。
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ローム台地のがけくずれ

大 石 道 夫＊

横浜市のがけくずれ

もう古い話になるが昭和41年6月28日の台風

4号による豪雨のため，神奈川県下に1200個所に

及ぶがけくずれが発生し， とくに横浜市南部の磯

子区，南区一帯では多数の犠牲者がでた。 同市で

は昭和31年10月末の低気圧による豪雨，昭和33

年の狩野川台風に伴う豪雨などによって繰り返し

がけくずれの被害を蒙ってきたが， がけくずれに

よる被害は単に横浜市のみでなく， 横浜市から川

崎市北西部， 東京都西南部にかけて広く広がる多

摩丘陵のがけ線沿いにもしばしば発生している。

この多摩丘陵地帯では， 最近の市街地周辺の丘

陵開発と士木技術の進歩により大規模な開発が進

められている。東西 14km,南北 2~4km, 30km1 

に及ぶ多摩ニュータウン計画地域は最も大きなも

ので， 一部の工事はすでに完成し入居もはじまっ

た。 このような公共団体や大企業による大がかり

な開発のみでなく， 中小企業による宅地造成も盛

んに行なわれていて， ここ数年来の多摩丘陵の変

容ぶりにはおどろかざるを得ない。

関東平野の西部には丘陵地帯が沢山ある。 これ

らの丘陵は境川，多摩川， 荒川とその支流によっ

て分けられているが， そのうち多摩丘陵が最も大

きい。多犀丘陵は図 1の接峯面によれば，滴度

100m あたりを境として北西の標高 100~130m

の多摩I面 (T1面）と，南東の標高 70~90mの

多摩 II面 (T2面） とに分けられ，・また多摩丘陵

の縁辺部に下末吉台地 (S面）が分布している。

本文でローム台地とよんでいるのは

この 3面を指していることをおこと

わりしておく。

ローム台地のおいたち

図 2に T1面， T2面， S面の模

式断面を示した。このような地質構

5 
•9. ．、ヽ｀｀クI鼻 1·

図ー1 多摩丘陵及び周辺丘陵の高度分布図（羽鳥・寿円， 1958)

点線は地形面境界 T1:多摩上位面 Tが多摩下位面
S:下末吉面

造は以下に述べるようにローム台地のがけくずれ

と密接に関係しているので， 少々くどいようだが

その生いたちを紹介しておこう。

多摩丘陵の主体をなすものは， いわゆる三浦層

群で鮮新世から洪積世初期にかけての堆積層であ

る。 この地層は，堆積時の傾斜に加えて関東造盆

地運動の影響により東に緩斜し，相対的に上昇し

た西側は長く侵食の場となっていた。 この侵食面

上に古桂川漢口から扇状にはん濫した砂礫が御殿

峠礫層である。 またその頃，横浜以南では屏風ケ

浦層が堆積しつつあった。一方，西方の火山から

はすでに火山灰の供給が始まっていた。

屏風ケ浦層を堆積した海はその後上昇し，横浜

北西部はおぼれ谷となり， 多摩丘陵東部は波食を

受けた。 この海進の極盛期に海域周縁部に堆積し

たのがおし沼砂礫層である。すでに活動していた

西方諸火山は， その後の海退によって露出した屏

風ケ浦層， おし沼砂礫層の上に厚い多摩ローム層

を堆積した。

m
0
0
0
0
0
0
5
0
2
0
0
2
0
i
 

5
2
1
 

T2「lii s頂i
^ • --．，．．. 

し沼砂礫層
,.,3 屈

●・地表変動防災研究室長

図-2 多摩丘唆の地質断面模式図（日本の第四系より）

1. 立）IIローム 2.武蔵野ローム 3.下末吉ローム 4.多摩ローム
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海面はますます低下して， 古多摩川その他の諸

川の延長川が多摩ロームの堆積面を下刻分断し，

分断された各丘陵には小侵食谷も発達してほぼ現

在の地形に近い状態になった。

いったん海退した海は下末吉期に再び海進に転

じ， 古多摩川その他諸川の谷づたいに入りこみ，

また多摩丘陵東部の三浦層群またはさきに堆積し

た屏風ケ浦層をけずって波食台をつくり， この上

に厚さ lm前後の砂礫を堆積した（下末吉層）。

図1にみられる標高 40m前後のがけ線はこのと

きの汀線である。 その後下末吉の海退に伴い波食

台上に下末吉ローム層が堆積した。武蔵野而，立

川面はその後の海退と， 降灰によってできたもの

である。

地質構造とがけくずれ

さて，前述の昭和41年6月に横浜市磯子区森町

に発生したがけくずれは，図 3に示すような地質

構i造の個所に発生してい
る。がけの下・部は三浦層群

中里シルト岩層で，その上

部に前述した未固結の屏風

ケ浦層が堆積し，さらにそ

可
二
8[[|1

,r 
レー、ン盟

の上に多摩ローム層，新規
図 3 磯子区森町がけくず

ローム層（武蔵野ローム れ個所模式断面図

層立川ローム層）が載っている。 この屏風ケ浦

層の基底には直径 2~5cm の円礫が含まれてい

て， ＜ずれはこの基底部の不整合面付近から発生

し， この付近に堆積していた崖錐性堆積物が主と

して崩れ落ちた。磯子区，南区に発生したがけく

ずれのほとんどはこのような難透水性の三浦層群

と， 透水性の砂礫層との不整合面付近から崩れた

ものであった。 このことから，多摩丘陵とその縁

辺部で発生するがけくずれは， その重要な要因の

一つとして，地表からせいぜい 10~20m程度の

地質構造（その発達史を含めて）—各関東ローム

層とその下の礫層， たとえば屏風ケ浦層，おし沼

砂礫層等の砂礫層とさらにその基盤の三浦層群の

分布，重なり具合 を考えなければならない。

基盤地形と地下水

三浦層群の中里ヽンルト岩や飯室泥岩とそれぞれ

の上部の屏風ケ浦層やおし沼砂礫層の不整合面に

湧水を認める例は数多い（図 2参照）。 これはロ

ーム層に貯留された水が徐々に砂礫層に供給さ

れ， 難透水性のシルト岩あるいは泥岩の埋積谷に

沿って流動していることを示すものである。梅雨

期あるいは台風期にこの水量が増加し， この時期

に豪雨があると， 地下水圧が水を噴出するまで高

まり， 表面の砂を洗い流してバイビングによる＜

ずれを発生するものと考えられる。 これはいわゆ

る地下水型がけくずれとよばれるものである。

これに対して表層の崩壊も数多くみられるが，

この地域では一般に地下水型のがけくずれの方が

規模が大きく， 従って被害も大きくなる傾向があ

り，その意味で防災的には地下水型がけくずれに，

より注目する必要があろう。

閲東ローム台地の基盤地形については， 最近第

四紀学の研究によって次第に明らかになりつつあ

るので， その成果は地下水型がけくずれの危険地

域の設定に基本的な資料として役立つものと思わ

れる。しかし，昭和44年度から始まったローム台

地のがけくずれについての総合研究で， 川崎市生

田の市立北部公園内に設定したがけくずれ実験斜

面での試錐の結果によれば， 基盤である飯室泥岩

の表面には 50cm前後の微起伏がみられ，これと

おし沼砂礫層中の地下水位の観測結果とを対照す

ると， 地下水の流動は必らずしふ基盤の微起伏に

すんなり支配されているとは考えられず， また砂

礫層中の地下水も今のところ一層のみと断定する

ことは危険であるように思われるので， 基盤地形

のみを詳細にとらえたとしてもこれだけでは危険

地点の予知という実践的な要求からは充分ではな

し‘o

地下水の挙動については相当長期にわたって計

画的に観測することが必要であるので， この意味

から総合研究期間が終った後も，観測が継続でき

るよう関係者のご理解とご協力をお願いしたい。

表層のくずれ

がけくずれのもう一つのタイプは表層のくずれ

である。川崎市生田の実験斜面付近の地形をみる

と， 谷部のほとんどに比較的新らしい表層くずれ

の痕跡がみられる。前述の地下水型くずれに伴っ

て発生したものもあろうが， 単独にくずれたと思

われるものも多い。

くずれが発生するにはすべりを生ずる不連続面

が士塊内に生じなければならない。 その境界条件

と土の強度との関係ですべりが発生するかしない

かがきまる。 しかしこの不連続面の内容は明らか

でない。多摩丘陵における表層のくずれは，多摩

ロームと新規ロームとの不整合面ではないかとい

う見方もあるが， はっきりしたことはまだわかっ

- 7 -



ていない。

一般に降雨時には浸透水による土塊の単位重量

の増加のためセン断応力が増大し， また土塊内に

間ゲキ水圧が発生してセン断強さが減少する。斜

面の安定性を土質工学的に解析する方法はいくつ

かの仮定のうえに定型化されているが， 本来土の

セン断強さはただ土質だけによって定まるもので

はない。とくに関東ロームが骨骸構造をもつこと，

含水量が多いこと， 間ゲキ比が高いことなどから

土質工学的に特殊な土であることが明らかにされ

ていて， ローム斜面のセン断強さを有効応力や間

ゲキ水圧の概念のみで説明することは不可能で，

今後土粒子と水との関係から土そのものの強度低

下を検討する必要があろう。 そのためにロームの

粘土鉱物学的な性状， 膠結作用にもとづく結合カ

の化学的性状などについての研究が要求される。

ローム台地がけくずれの総合研究

あいついで発生した横浜市周辺のがけくずれや

川崎市久末の灰津波災害が契機となって，「ローム

台地のがけくずれに関する総合研究」がはじめら

れたのは昭和44年である。この研究は3ケ年継続

で実施されるもので， 研究内容と担当機関は次表

のとおりである。

研究の項目と担当機関

研究項目 I 担当機関
地質特性に関する研究 通商産業省地質調査所

水理特性に関する研究 自治省消防研究所

斜面の安定性に関する研 建設省土木研究所究

斜面餅の崩壊よ機び研構に関総する
究お 究の括

国立防災科学技術セソク

研究の内容は大きく 2つに分けられる。その 1

はT1面， Ti面， S面地域からそれぞれ約30km2

のモデル地域を選び， 過去の空中写真を利用した

がけくずれ履歴解析と地質構造調査からがけくず

れの発生危険地域を追求するもの， その 2は川崎

市生田に実験斜面を設定し，主として土質工学的，

水理地質学的にがけくずれの発生機構を検討する

ものである。

・くずれの発生機構はもちろん， 地質措造上から

危険地域をしぼることも，経時的な観測による裏

付けがなければうんぬんすることは出来ないので

3ゲ年という短かい研究期間で簡単に解決できる
問題では＇ない。せいぜい与えられた範囲内で少し

でも有効な資料をとり，今後のがけくずれ研究の

素材にしたいというのがいつわりのないところで

ある。

以上は主として地下水とがけくずれとの関係に

ついての話題であったが， がけくずれのもう一つ

のひきがねとなる地震との関連について触れてお

こぅ゚
地震によるがけくずれ

1968年十勝沖地震 (M7.8) では八戸火山灰層

上部が，地震動により，下部の八戸浮石層の上部

付近をすべり面としてすべり落ちた。八戸浮石層

は著しく風化した軽石を含む空ゲキ率の高い粘土

である。すべりの原因は地震の前3日間に 215mm

の降雨のため（五戸），含水嵐が増大していたうえ

に地震動によって剛性が減少したものであろうと

報告されている。

また地誤による地割れは，えびの地震 (M6.1) 

によって生じたがけくずれの背後に多数認められ

ており（シラス台地ではあるが）， また 1968年十

勝沖地震では， 十和田市郊外三木野ケ丘の火山灰

土の黒色風化ローム層台地に深い地割れが無数に

生じた。昭和24年の今市地震 (M6.7)でも粘土

質の緻密な地表層（恐らくローム層であろう） に

亀裂が発生したことが報告されている。川崎市生

田の実験斜面付近一帯の谷では， 関東大地震 (M

7.9)によって谷の屑線沿いに大きな亀裂が多数発

生しその後長く残っていたが，昭和33年の狩野川

台風による豪雨で一挙にくずれ， 流出した土砂は

現在の公園入口付近の1日水田面上に 3mも堆積し

たと地元の古老から聞かされた。地震時のくずれ

や後遺症に由来するその後のくずれもおそろしい

が， 地震時に発生するもう一つの現象に注意する

必要があるように思われる。

1968年十勝沖地震における国鉄の盛土の被害の

大きかった個所は，①とくに小さな谷を横断する

排水の悪い盛土（一種の土えん堤となっていた），

②谷沿いの切土および盛士からなる部分のうち，

盛土と地山との境界を流れる水の排水が十分でな

い個所！ ⑧あるいは広い谷を横断する盛土で②と

類似の条件にあたる個所に分類されている。

被害を受けた盛士は， ほとんど，ローム，火山

灰，砂を材料にしたもので， 被害個所の土質試験

結果から，盛土構造の破壊過程は，①，②につい

ては地震前の降雨により盛土内の間ゲキ水圧が増

加し，盛土材料がほとんど飽和状態にあったが，

地震動によりこれが流動化し， あるいはその剛性
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八｝

地すべりの島生月島

大八木規夫＊

佐世保から国鉄松浦線で約 1時間半， 平戸駅で

下車， 駅前の坂道を下っていくと棧橋がみえる。

生月島まで直行便なら，平戸口港から船で40分で
いちぶうら

一部浦につく。玄海灘の荒波にもまれながら近ず

くと，南北に続く生月島の背稜山脈ともいうべき

玄武岩からなる台地状の山なみが目に映る。尾根

の直下は急斜面で中段あたりからゆるやかなしか

も段状に水田化された斜面が認められる。海岸付
たちうら

近， 特に一部浦や館浦など港の近くは人家も密集

している。 これほど離れた所に，これほど開けた

所があるのかと窟かされる。西方貿易と隠れキリ

、ンタンで有名な平戸島の北西に位置するこの島は

宜島や他の島々と共に多数のキリシタン殉教者を

出した悲惨な歴史を持っている。

生月島の人文地理的特徴は？ すでに小出氏も指

適しているように異状な人口密度と職業構成であ

ろう。南北 10km，幅最大 3km（南部）最小400m

（北部）と狭長なこの島の面積は 16.5km2にすぎ

ない。しかし，人口は 11,145（昭和40年）そのう

ち漁業を生業とする人口 44%，農業 39%である。

従って，生月島は漁業と農業でまかなわれており，

しかも両者の重みは五分五分であるとみてよいで

あろう。農業の基盤をみると耕地率は 36%に達

し，水田率は耕地の 47%である。水田の分布を

平面図上でみると， 大局としてこれから述べる地

すべりの分布と重なり合うのである（図 2)。

水田はその大部分が島の東斜面に分布し，一部

は西斜面及び南斜面にみとめられる。一方，地す

べり等防止法に基く地すべり指定地は，森岳崎

(139 ha)，里堺目 (202ha),松本 (166ha)，山田

(99ha)，佳路 (13.7ha)，有景田 (20ha)，赤子

(13ha)の7ヶ所が指定されている（図 1)。指定

地総面積は，全島面積の 39.6%にあたる 653ha

に達している。 このうち赤子地区をのぞき全て東

斜面にある。西斜面には殆んど地すべりはないの

であろうか。図2は空中写真の判読から，変動し

＊流動研究官

賀佐

゜＇ ヽ，
 

．
 

平
”＄ふ

た時代はともかく， 地すべり地形として明瞭に判

定されたものを表わしている。地すべり地の総而

積は 950.5haに達し，全島面積の実に57.5%に

相当する。 この図から地すべり地は西斜面にも存

在することが明らかである。 しかし，東斜面の地

すべりと西斜面のそれとでは， 奥行が著しくちが

う。東斜面は奥行が長く，従って斜面の傾斜がゆる

やかである。空中写真で更にくわしくみると，西

斜面の場合は地すべり地特有の凹凸の地形が明瞭

で，特に最上部滑落崖の直下に窪地が認められる。

地すべりの特徴が， このように東西斜面で異る原

因は何であろう。考えられることは，生月島の骨

組を作っている地質構造と， 地すべり発生の時間

的な問題である。時間の問題はしばらくおいて，

ここで生月島の地質構造を簡単に述べておこう。

生月島は第三紀鮮新世と考えられている平戸層

と，この上に不整合にのる安山岩類， およびその

上にのる玄武岩類からなっている。平戸層は，砂

岩，泥岩， およびシルト岩などからなる半固結の

地層で， シルト岩や泥岩は露出すると風化してぼ

ろぼろに崩れやすく， 粘土化しやすい特徴を持っ

ている。砂岩は，佐世保層群の砂岩よりはるかに

軟かい。露出はきわめて悪く，松本地すべり周囲

や海岸線にごくわずかの露頭をみるにすぎない。

地層の走向傾斜は明瞭ではないが， 松本地すべり

付近の露頭から推定すると， ほぼ南北の走向で，

東へゆるやかに (5°~10°)傾斜していると思われ

る。平戸層の上に水平ないし南北へゆるやかに傾

斜する不整合面を境にして火山岩類がのる。火山

岩類の大部は松浦玄武岩類と考えられるかんらん

石玄武岩および凝灰岩，凝灰角礫岩などである。

玄武岩類は生月島の最高峰である番岳 (286m)を

はじめ，台地状の山地を構成している。．また，さ

きに述べた地すべり地形の最上部の急斜面はこの

玄武岩類からなっている。 このような地質構造か

ら考えると， 東斜面の地すべりは第三紀平戸層の

地層の傾斜方向にそったすべりであると推定され
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、ミり ， 人 II•ク ( ll I I地寸―/ミ l)の夕（ プてある

ここ．て：東，1斗廿1iし＇）地ナ・くりをも う少しく 4)しく 、J人

るし， 1＇棗仇数 10m以 I・.v) fけ也'|4.d)斜Ifl iとこオし[

りl,t <I I/) 、；こ（氏し、（氏 i,’,•(}），計1hiとがm’iし｝｝りできる」 地す

べり 指土地： t, こ~ Lら両者を砂・）くるふて森印騎，

I I !. J界11(‘I j : L’!.1)，t公4ゞ(‘Ij’[9 !. 2)，I l l 1 1 1 (J’j : ［'. i. 3)， 
(I.：路， 19 1・贔Ill(.,＇）6地区1)'設定さ41てし、心 '£ |；祭；こ

(t, そALそ、lしし')j也J-ヽ、り 」也をIIJ I Iii(―；こIべ分＂ごぎる i)

| ｝こ(t,J・i'v’( (J ti立し＇）も¢)（i ihj i'1ー，：線、こi{＼、ー） ljI規校J)

もU)て，I(1 i柏(t10 ha iJ、ら数 10haにおよふ て

才しらit, 1ii III,｛i （，仙，i,t犬(i虫0)束．illII, • ;＇； I: ] 1「i,J界11（1虫，

松本お kび餡；il'i：こあ 》て， I・. o) ~甘 '土地 J) I I I (こ合屯

jし， 現 (l•：なんら力、())変動とそ ；i し：こ {‘I ＇．・．）ヤ）し '11 1'が Cて

ぉ：） ，対第 1.．‘l［も（ ［オ刈してし、る こU).• J /）松本J也

十、くり（よ， も9)とも変11）ド）許しし、地ナ、ミりである

(‘IJ: ［'i.2) 近11卜の状況{tあきら；クヽ ではし、が，IIJj沿

l‘)、I魯it11) l‘i合13 イド， 22イ1:・， 41 年．， ）くl|.. 3 イ1:．, 1 1(｛和1

10年，14年，20年，28年，そして」11；近で（よ 42年

● |iil闊'1／・）に地l一、くりを起こしてし、る氾発な地 l-、`

り地である。このうち，叫治22年，ll(H1110年，28

年J)変的）（よ牛、li・；こ）くさヵ>)たとし、A刈してし、る、 こA'

らJ也す，、り変蜘よ，5～9) | 0) | ！廿；こJ；こり、 l、liに6,

7 )]ガ、多し、こと1J、ら， 伽 I: | •ill)lとのI州（糸力、深し、とHi:

、出さオLる 11(1利142年むj也-J-、ミり (17 J] 9 11 A・J・l・l11Lj 

,It ;'｛I: ；ク らヽ神I9!）l • I }、lihi i {＼ }＇1 : ；どし、に東進し ， 阪神」也1ぺ．．主

、-U) ；i屯IJII在凩；し、多）くじ）絨‘Ii l・をだした瓜II I,．ぷ1li:こIY」

係l→るものであ）たc 'との伯，5J J 10 11カヽら 6)l 

、・ . ．.．.  ペ，．9 → ．ヽ ．

. ≫̀ 
に，-

-、一よ`
• ・ -- 、..．̀r.••·-~ —• 9 ”-~-

‘')'. H I Il luilから11¥Ii((28(im ¥ ti rし＼，そ d)
Iiij[hli -3,•り ・ る昇堺 II 地 r ‘‘9)i:,’必
地I,・,J),.;.t 

写n2 111叫か↓` 松人地 tへり（ 中央部
1，ヽd)，：-tr -rご9-1＜訊格l叩ゞ l1：：し

゜

‘がn;i Il 1 紺＼ 力＇し•1 11111 • fl柑各J也rくり 柘'1[
地 I~• r/)ん t; Ifu杖4、ヽ： こて迫l;I:、よ
'Jl I'品
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~ 1 11じ）,n1111'1l l t殆I，＼ど降Il:iカ`•.I i <， 松、4<j也j-、＜ :) 
、t' そv)始んどがIKII Iとして利）IIさ；lしてし、1.:，水

111 : :. : tサン ・クラックが{,tし、：） ， r11・ IIJI伐liif面！ t` l. 

i ［ー）0'）絨'II,'.＇と受 (J-てし、た`＇ぞ 0)後6J l 22 11 iJ、1.)).）

-! : iJし9C i,L くもる；が 1斉 1:l:i-/J•,.： tじt :), 7) j d) 4 1 1カ、ら

I;:f.l•I:i 力 :11；‘iJ)| 1し、91 1.tで(, 6 1111¥1:こ合i,I・ 267.5 mm 

：こiiし11- ’笈1NJ¥t 7 JI v) ~J 111:i.JI発生した ｝，と）＜移

動h{. ¥t約 8n1しこ泣し ，J'iと|．:・:1;(..,'））i.、:Il, 1: Iく；こ｛，［窪j也、ク‘;

発’I：．し現（I.；也ピな・，て」.iり， 4、！囁；i‘; 1; iこ{.Li ;，} | (I l ；こ細

jf・し、，1，．．り；ク、j見・、！刈L/.:。 後者： L A討喘1硲起;,:・あ；：）） 絨‘II I・ 

Lもともと J¥.，i<！.t,}i i)、-)/.: U ）文•水路 、 ．；礼路 ． 水 11I u) 

Iii‘「たと~d)g! ＼I: l地設 V /1/りI,}とが・ l :．である。 ilじil;iv'）よ・ー）

な＇，牙しし、安！［り）; t、/(;)..,/’こ＂.::!し！．）c,')変勁d)l.li徴！よ，

11(1 f、II10年J)人池 i-、ミりし')とさと！ょi,.［|lll十よな形態を

L- 》し•v‘心 j也IJ < 9) j也じ）ltii i:1 iよ， 1 •. fi 1；カ・ 6 |、・

i;I;；!）.5 しさ」）さ＇）て：）） ／りやi）、てあるが， I I I央晶：こ

‘I ;・ Jり!) じ）べ 9.),\•, 、急、公 l1 1,i‘.1 9: i ;:、があヽ）文， I・.|、2i'文し！）

緩糾II曹IIを、！）：）又＇4` ＜：J'- こじ）形態も11{｛f、II10年v)J,J也

1 ·、くり（妥｝一さ•: -_(i• (I：して` V、たが， 42年7)l C)地す

‘‘:) : -_ K・）てliLこ：，！し文・し、］よし、， こd)t --）,’-, 1、i、1・
v')）移！i)．→:‘:だ'IrILこ・-I,．9 』）ー｝＾ ；！）、II.-、：i t -3') -lー、るj・,E}）J,、ク

ーンカ・ら， l公木j也｝一・くり {,tili[ !し?ttj也寸ー、．ヽ＇）じ）村り心

、,,,4)).こし、るもじ）と|(i・定さjlる

l';： 4< ＜ャ．、＇）そ・，，、他,))j也す―＇くり j也It,地火 II,li：こ I|II'1,;

10~30l'm 延n()0~150111 柑度の亀災が多数人
'I' UI j也¢)1;,i,1 iヽ比べJ(tii,i 1， えr）〈）:、:t亀災：こif¥.-） I.1文f)

がし、/̀t’|：．しる、ほどし）j也}-.;:1111の変形力、II忍めら4してし、

j昇11J也l、.::.: J c})（クII9ヤなると，）く 11 ・．．初期；ク~ら亀

災カ・人り ，11{{f、Il 2(i {|.， 28年d)索1.I:i：こ、t.，て移動し

I.: ：)， i:l[ ／こ：ー＿亀災；り、人ヽ）l.: ；）してし、；9:）＂ し力、し、松

i< ： --:l l • : }’ろ l、..)、な訊発な変動：t j見Aっ，Il叉・し、なし、 K

うて：ふ心~ j也-1-...::) j也の構；む：tこiしらの場合：こ J

!！J I : •）ヵ、て 1.t 、は＇噌、。 1こl|1,：iりし ‘li)，1)で（，t;窮 ．：糸じ‘I;・;i N'i u) 

I・.¥こJ))/.:iii f代1?‘位） l．くりピノいはしてし、る Kうで
ト”
(I') 9J 

松4ヽ」也 j・、ミ：）

地の由：こ，東11LJ

．こ、ll.’.I. lだ：ii1}，1 J 

Il ヽ 11 カ•あ，ヽ:, ;; 

| L ! )̀ d)‘I ; • I Il i l fク！よ

J df l ~O ~ :320111, 

紐（（-l10~rnOm 

tJ) i I, t柏1'111ークか

Il ；し又＇、‘心 J,',I 

I iI I l.:し')l t似i: ̀L i i 図 l 卜、 iヽ．t＇-'し‘‘i)の既'}.:_，

I (1 I i'『(K、ピ！Lが{m, 111f1i1iと{,L1 8 ~ ：}（）m で内lj合tl）る

べ）ヵ、九、1、、•II (1 I勾配＇とも） ・cし、ィ．）J11ヽI1. (.;’ヽ｝、＼lI }1 | （．t水Ill
（ヒさ1してし、る力`：， 4ヽli:t.t:):IIIJ也，林j也j)．lJ (i ：・h：. j也

として利l1 ]さ、！して'.‘く、:) f U1:. ：よIlヽli:(,1＇） 1 ll it1；より It

計Ii1i：こあるJl,｝合ヵ、多し、。 も・.lじ、 I．一つ判II4、のある,..

と， t， i 1• I iヵ： 4 ヽ Ii·,.,' ））、＼11111::ー I~'• 、こと ， し力、も油水

がIlヽ11.v'）lli.|Iii1；とく、'-東傭l:-I : tし！t．.,1. ！‘) 9！しること

•こある Il ヽ I i を廿り l応 J•IりJ也＇l)［｛よ汎錐じ）鈷県による

とi:1、:＇！と 20~J/{ 10 m t、-f、.llし'(1: lilであ I)I ＇との I<

: ~ :·r~:．紀 ‘I'・） i /叫・7J •あ~:'が ， とき：こIIhi行vJ Illl,、-}、JJし

1(1 :・<'i)じ'<':・、はどU){，虎 i，屯じぇ •I こ f1 り 1 •. lII、iヵ04火屯ヽ'(_し、

ることカ・、お心 ..:_Al l t玄μし1/:・Hi/J,,・）なる/jヽ1了カ・，

地—, 1· 、、：)'尖 i)J：こ t,・ c. l・砂）Jし、,..:? : l鬼'-"ふく)-_ -‘:,_ 
II ii /j. ＜ -jーく、）じ）文'i.t;‘i'｀、た•I 9) .• l力、 布l| I‘1)'.,・’[，．： K . •C, 

、lt l公j也）jC) I I.1i:：し！ii、It)j ；こII.g：：`，）し．）！，心111llll u) J也lー／．

りj也）［・クとlt校｝→ると， ’I ・..) l,1,．,} d) IlヽIi・(tfl.Ii:：しlijし）＇

U) よ：），I'旦（犬： t,j ヽ •こ＇疇,1r・イミ<|1I L l~ 、忙：／、クーンを： ,j~し

＼でし、，しじ）こ点ぉ；ヽ:)l ' l ~J].I,．，りを： l;Jj,/ L 1こh)［.、JLIJ'• Il、――⇒「U)

1 | lズ:.：，t :l:l l I I !1l i・ 1滅 • lしべ＇^ 1℃者： ［ 4ヽ11• !,i j也Il•、ヽ ＜ ：）に；ょ

る移動'('；塊と、り．．してし、る '1:. J l,1,99) I‘:•i i•(I; iこ(t..:.Aしら

3 {IKI U) ／］ヽ 11.v)他v-， 移動{I:塊と疑A)、llるも(;')-/J'.、放

個II,g :•') ：・），！し~:) l r多動＇｛．｝塊ヽし[,I I ;. l 7こj也ー｝-,.:::) J)発II・．

II !i l U l u) I l¥ I}薗；ょ桃fliIItiJ‘ら視（I:宅て v'）ii/j水知）＇度化

とu)I Y.」連でリ111↓叫、ある1ii l切である

' I ・・ー ） l ，島J ) I l li ,f: I I I.l i • さ！ i t ; hi i i t. i県）j | ［ I l 5 . 6 k m , --•A ) た

）て地すヽヽ！地）f~が，忍めら i: 0 東、i.lI(ll v)場合と

よ沢 J-c, 1 ILi,1 1 | |9| i―C (i少くと{.5 fl,1,Ju')プ11ック：こ
I><・一切lごきる こ}.lらの・．） ！）、，tll松しにも 0)！，t11、『|lil il'、J

11ij f文‘|tl（糸U)I ll l llfJt t i’:I l (［4．卜i,忍＼＇ ：`•‘!‘グ、 1‘又1 2し')k 

ぅ：こ各ゾ良1.1IIJか、ItJ)、ら 1¥、B.C,D」ik.i'.,_I E と

すると A,iBバ）北陥を切，．）」I'-、）た形でナヘ／）て

'、‘るこ-i) 、ら A 地 l →、~,) <.,')規(I・:J)形態がでさた

: K B j也l-ミ,1 ;.,'），； -グ!l l: ！ l i’li しし、 •しーし、．ー）こと：こな

ふ t /.:: I) i L (‘じ）1‘:＇l [｛|＇)と Eの北部パ切り」1＜ヽ、て

、`，：）ことカ・：号、 1)地す―9：：りの規（l:v)形態発‘IiiJ: C、
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お Kし‘:E ()） ：；”|L tり古し、とし、うこと：こはる し力>

し，令休d)lll[l l i・; { Lさ主らなし、 ~~ ・c J也形(l'・Jばl、li徴
＇＿し又．． tl.M l.乳1;(.,J)．急ii'．とそ・(.,')|I'[ |； (.,'） i)< J、欠袢J也I

.l)• Kこ‘;；.J) 1]iJ I (l i v')シ‘、)¥J）ぶし、窪J也ど IIヽ1了'.:.し＇）人； JilL

し ，／―1月じii:1,.-9ーある "_ _j Iら： lslump ク［ ノじ）j也

-l一＇‘:）」叫． Ii(I・じ） j 也 lI•ク し こ：' （ちる， .)jJ也'['i[1'、)，ll|: !'1|lしし

て1hiI! l'v‘’If‘j；がihii'l，:こ観寮できた A地区0)北v')

ィ＜利） J 應闊••さ :t 玄 JJ し＇｛’:沼＇{I:• が洵 蝕； '1'.:; こそ - ,・c］，、こと
Iはしノ'、.fりti;、iki‘t『ij用をあら •4 ）してし、へJ （ ‘’j'.1,9 !• 5) 1 1本

でiよji、.）IIi 1_1, I;).Lllilll {i/11':v' ）女、•μ¥ •i |IIl , タトII、1で；［人 ！ 

トラント ・ムILu)フ（ンガILの訓窮や北 ,・ (,tラ

ソドのジャ (I'ンツ 0)ゴースウェイなど八ごとな

ノ' ~fり中 l:．ik ＼ぺ欠II ら J しナこ名 ll脊ッが成）る l 1 | :．) l,I,．,1J u,) tlジIKìi,ii

j IIt (＇が貞 5)I u、lfり線J)長こ：平・均 lmもある大き
なも r})―I,. ' —じ）、し！、i、-こ珍らしく 、名｝ i)j·U) ・＇）である

＋じの l •••II哺）j|l，Il : t i t : t・鉛直：こ近し、 この袖jiド線を怜i

こ1‘.;、9) t. A地区北部d)sl um p ；こ kヽ ）てできたと

灼；ーしら、llィ、）IlヽIi:があく、）、そU)洵蝕ii::.III i;こ‘b'I各i1 iし←-

るヽも d)i t玄μし1(’:i‘行＇（l:・や凝l火＇（1;の乱4した＇｛’;塊 Iクヽi‘)

な：） ，11と1‘. ；’il; (.,＇） l・・杓ll9:l :： fヽl・近こ．i，t'{'：塊J)t［状節llI.カ、

l I I fllII へ f.i•IIlし文し、る こ 4 し：よ 図、 こぷ— j• K --)な111¥転を

伴、にj應l-、くり{―-Kる(t研））とりえるとよく jll! μji'て

'-`る J)'こちる('/J・白 （う it遠し； {• ：こィ＜動J也d)$; i I I'［な玄

μし'(1:(.,')t Iシ‘iki‘!,1̀J j州，近贔｛こ1111転を('I:/,:-・1 j也i、ミ：），＇こ

l , ・.-l I I (l[ljヽ 倒ヽ4したti:状節j州を小してし、る

1ILj ・I斗1(1jv')」也l-、ミ［）と 東糾I(1 i(.,'） j也）一、こりとのIKI係

な、1人て 1、Kう)I I:_)),cj u') 1 j 1央；＇i|；， 酢 /T;•U) 1 •:'.J て（よ 1ILj

窟十I(1 iの地 iべりと東斜I(1jじ）地 l六^くりとが按してし、

るとこ；りがあるc ここでii肝IiiU)如I111 及 を 1h1 ❖i 束

！こ走）てぎにIllJ 也 •J- 、ミり 地形最 I'.・乳1;v') 、急 fl 1i'1iやそ

()） |1¥ ,,・ U > I II I J也l「クカ；j1Lj糾II『IiC 地1x・・())」＼と I・.乳1;(.,！)急ji.＇：で

切ら、1してし、ろ ） こ4し力、らりえると，東1斗I(1 i I•」'文：こ

l/..し`）、！しる戊触ヵ、らll I 111 へし、たる li、•大、ば J 也ナ . -:: :i J也

lf•ク：t， 1ILi.i:1川i(,')も0)より 111・し、II、『!！）l；こ形成さ，lしたと

地 ir、i)兌'l.1i1J

地すべり発'I:後
l刈⇒5 J也 i, 、 i) に~よる }r.、1犬 hnFIl d) i：辻叶

t i 1人i9!hJ 1「J)1t i t 
I,.!.I、"¥＇{ ； i;:i'i ; 

冷 ．iじ’I1/，11Vi 

批'Iしこ：).Lるのである 堺11, 松本など」見(1:l/¥l！逍：こ

、I•i lてし、る111)J国 の地 l一、ミり it束紆Ihi1」妙）j應）→

‘ヽ：） 地形よ り祈しし、ものてあ）＇）”.）， こ、ILとIILLi?|l(li 

のも())との11、『|Ill(Iりな杖11糸｛よIIJ Iらガ、で、はし、0

東斜1(1jが↓））るや力ごぐ， lILi i] I(li 1J̀； ! r ·,i) しし、 ，—.つじ）

対象!'Iりな地すへりノ、クーンの4、＼徴を竹．，りあiy’←一し

るも())(i, ‘| ‘• J i)＼汁がtl) ／りや力、：こ 東(tti/1してし、ると

1,ヽう l也'i'濯j；立：こ）JIlえて， 1l囁iii'：て1t東枷＇1,:：こくら

Jミてit /J /）、：こ強）くな設恨作）II-/)、）JII,.,こら；ilるとし、．`）

校触‘,：:（））の述し、をりl．屈しなi)A L 1 .t はらな‘~' ヽ

J也｝ー、ミ i)」也と腐IiAして:i，りし＇）」ヒ名 1;1a 11111,:r: -f i・くと， ．、1

ォiうオ iとした緑(;')牧場と介紫じの洵食ii.,:， ＇として

紅げ'1!， d) 立、•i11ii雌が li、・カ；り ， その対比！［公＇1,；都11 iにあ

えく我々 ;こiよ想像，こ絶する 1・1然かある。 ここ II:_ J l 

,I,＇，りで`t t， 地す、ミ i)地すら，我々 に晶りヵヽ （｝てくる

入^しし、1、I然である 木）•1•I じ）平野を次々 i り染して­

た我々 II本人i:l:， 最後の牛{i地 とどこ；こ;I<、)）,； (I） 

であろうヵ、 僻地，腐Ii,I,ヽ！j, 過帥地悩としてと：）銭

さオしに地域のIIJl IIの役‘,'illをりえ るとぎ， こAlら地

J或u)I 1:.1 I・.し＇）（呆イミ＼＇こ今力、ら 卜分な手t,,J j・ヽて、lJ •く必

嬰があるのではなかろうか。

rゲし1(i 地すべ，）；―ー．t.'ても冶11I'+l状郎Pl'.（I几i；し）と，」日Orr、、1)
地(n;Jしt・鉛Il'しな村．状船!'I'い出｝；t）
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